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摯-2b  たの場声t左 足 ステ、ンプ し竜■ ■籠 lt上 1ず ら (ci l〕 ‐告足降 う言

上重〕さ墜手糞尺ご くり込守 (は 3_4)
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t■‐ プし、市民主からキック(ct i)もえその場にた二

テップ 牡t2)■民 _・_わ ちヽスタンプ (ct重止ま足その燿壽tステッ
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ノ´ ノ♂″ J力 θ 〆∫ごノ′フS力 θ 燿し ノθ O
(Vidin地 方の女性の爾り)

隊形 :ベ ル トホニル ド (す ぽや くヽ組む)         ´

赫   Fig-1
1  体を左前方へ観け、左足りそぱに若足でメダンプ2回

2  右足その場にステ ップ (cil)ホ ッ|プ と同時に左脚を前に上

げる (ct2)

8  左―右とそり場でシザーズ

凛  右足 2回 ホ 与プ、左脚は前 にそのまま上げている

5γ 6 8～ 4を 繰 り返す
71 左足前方にヒニルタッチ (ctl)左 足その位置に不テツプ

(ct2).

8  7を 逆足で行なう|

Fig=2      1
1  その場で主足ステ ップ (Ct〔〕右足そぱにスタンプ (ct2)

2  1を 越足で行なう
8■ 4 そわ場に小さく左若左と麟む この時上体全身も左右なと     |

揺らす (ctSl,2,3‐4)     .              |
5～ 7 右足より正面へ 6歩小さくランニングステップで前進 (cti     l
.～6)1歩ずっ体重移動をするように体を右 T左 ,。。と揺らし     |

夕がら進むよう褥  二運螢ゴ盪土述=士
至鷹醸邊工艶≦  ́   :

8  右足を機えながらバウンス (ctl)ホ ール ド{ct2)   |    ::



《意ёШ3鷺 o Vittins鷺 o 歴oFo〉

Fig-3
左足を右足前に交差 してステ ップ (cti)憲右足その場ステ ッ

プ (ct2)

左足もとの位置に戻 してステ ップ (ctl)嵐右足その場ステ ッ

プ (c12)

菫・」。このステ ップは足を地面か ら完全に離 して しまわな

 ́  いようにすること
3  1を 維 り返す
4  左足を右足に揃えながらパ ウンス (Ctl)ホニル ド(ct2)
5～ 8 1～ 4を 逆 F7_で 行なう

Fig丁 4
1～ 4 右足より8歩 ランエングステップで後退 (Cisl～ 8)こ のとき

難 璽 上 盤 整 生 き 塑 亜     玉

5～ 6 右足商に上げて左足ホップ4回 (CiSl～ 4)
7～ 8 驚足ステ募プ(ctl)左足前に上げて右足ホップ2回 (cts2.鋤

左 足その場 でステ ップ (ct4)

1～ 8

ig-5

s-1と 同 じ

Fig-6            .
1～ 2 左若左と後退する (ctsl～ 3}左足ホップし、右足前に上げる

{ct4)

3  右足ステ ップ (ctl}右 足ぶップし.左足前に上げる (Ct2)
4  3を 逆足で行なうが、上げた右足はヒすルを内二外と向け
るようにしだ膝から下を動かす (ctsI,2)

5 1右 足 ヒールを左足繭ヘタッ子 (Cti}右 足そこへ体重をおい
たステップ (ct2)

小餞

1

2

Ｆ
＾
　

一１Ｆ
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6  左足ステ ップパ ック (cti)右足右にステ ップ (ct2) |
7  左足その前へ菱差ステ ップ (ctl)右足ステ ップパ ック (ct2)
8  左足左に リープしつつステ ップを離‐む (dll)右足そのそば
にスタンプ (ct2)

Fig■ 7
1～ 2 右足続ヘステ ップ、左足後ろヘステ ップ、右足横ヘステ レ

プt左 足前ヘステ ップ、と右方へ憾進 (ctiγ4)   .
3ミ・6 1～ 倉をあと 2回線 ワ1返す
7～ 8 左足ホ ップと同時鍾体を左にひね り、右足を膝曲げて前に

31き 上げる (ctl)そ の場で右左右 とステ
'プ
(cts21 31 4)

9=16 1～ 8を 逆方向へ逆足で行なう

Fig丁 8
1～ 2 右足よリヒールステ ップ、 ヒールステ ップと繭進
3～ 4 存在右左と4歩後退
5～ 8 Fig_8の 5～ 8に 同 じ

9416 1～ 8を通足より繰 り返す

Fig-9
1～ 8 Fig二 8の 1～ 8に 同じだが、 8～ 4は後退せずベル ト

ムこと正豊量豊血墾贔 繭進する

9～ 12 Fig二 3の 5～ 8に 同 じ
13～ 16 Fig二 3の 1～ 4に同 じ
17  左足を前に残しながら、右足《軽くボァルで)ステツプがツ1
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露 げを凝で     |  ■ 泳L耗
19～ 20 右左右左とスデンプしながらちょっと後進       |■ .11■三

21～ 22 19-21に同じだが、最後は左足ステ募プせずにリープスダシプJ'
ξ
了
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9  二塁前と強ts右 足後ろにチヤTゲ :こ 上げる(lt li
右羅S― Back(Ct2)  |      「イツハ」

io  9を繰り返す
.  |         「イラ■」

11た 11 在 足 前 :こ S(ctl}左 足 Hし 、 若 尋 を前 こ |げ 季 :Ci]:

若足L tt差星を箭に■げる(o10)=足声呼Si(d14)

13二 14 Fig二 100～ 10に 同じ    ↑「へ‐イホツパ :」

Fig-6 .   ‐ |

1～ 4 シヨツプスキTX4    1
5  右足を左足の前に‐i/ヤ ∵プ直L、 右に向くように体を

ひ名る(cti)左 足を右足の前にS(0憾) ●
6  5を :繰 り返す      .       ‐

7  右足をそぬ場でL(ctl)左 足前にS HCt2)

8  Fig-1の 9の ように摯退

9二 11 左足からン身ツプ不キ■ X念 だが ,回 目珍Ct2で
―
シャニプに右足を上げ体を左に燻ける .

1'  岩足を左足めそぱやす後ろ.た S{Ctl)左 星戻してS(Ct2)

lo  左足のH(ctl}右 足 Sl(Ct2)

i4～ 13 そ の 場 で lS, Si}X3を 交 互 に年 な う (Ctil,2,3,415,,}

17418 S lし た場 所 にな 足 S(Ct'I,2)左 足 藁 と同 時 年右 足 警

後ろへ回す iCt3)右 足 S(Ct4i

19  左丁右と S

20  左足からシ ヨーップスキード1 ‐ 
‐

Fig-7

1,t2 右足からLODへ Runnintt Tv,尋 (Ctlと 2‐ 3と 4)

3  円心に向き左足を残 しながら育足 S,Hレ て進ヤ

4  左足からS,草 L,な がら肇○⊃へ準む
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